
【R７文科省中央教育審議会 教育課程企画特別部会「論点整理」より】

熊本市のインクルーシブ教育 ～多様性の包摂に向けて～
協議（２）
令和8年３月２６日
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【めざす姿】

【推進の柱】

③ニーズに応じた学びの充実

・個別最適な学びの充実
・特別支援学級等における支援の充実
・日本語指導教室における学びの保障 等

①多様なこどもの理解

・人権教育に関する研修
・特別支援教育教育に関する研修
・児童生徒理解に関する研修 等

④関わり合う活動の充実

・協働的な学びの充実
・交流及び共同学習の充実
・行事を通した交流活動の充実 等

②安心して過ごせる環境整備

・支持的風土のある集団づくり
・専門家や関係機関と連携した支援体制
・いじめ、不登校への対応 等

熊本市のインクルーシブ教育 ～多様性の包摂に向けて～

学校の包摂性が高まり、多様なこどもたちの豊かな学びが保障されている。

注）包摂性：すべてのこどもが集団の一員として認められ、個性や能力を発揮して参加・活躍できる状態。
豊かな学び：こどもたちが主体的に学び、多様な他者と協働しながら、自らの人生を舵取りする力を育む学び。
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熊本市のインクルーシブ教育 ～多様性の包摂に向けて～

【R8年度の主な取組について】

取組内容 担当課・室

モ
デ
ル
校

〇ともLinkスクール  【新規】

特別支援学校と小中学校による交流及び共同学習の研究
（あおば支援学校 城東小学校 藤園中学校）

○まなBeingスクール               【新規】
各教科等において個別最適な学びと協働的な学びの一体的
な充実の研究
（幼稚園２園 小学校６校 中学校４校）

特別支援教育室

教育センター
健康教育課
指導課

研
究
員

〇 特別支援教育部会  【R７～R８】
「分かる」「できる」でこども同士がつながる授業づくりの研究
（小通常１人、小特支１人、中通常１人、中特支１人、あおば１人）

特別支援教育室

資料１

資料２

資料３
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【R8年度の主な取組について】

熊本市のインクルーシブ教育 ～多様性の包摂に向けて～

取組内容 対象 担当課・室

研
修

〇通常の学級における多様性を包摂する授業づくり  【継続】
○合理的配慮の提供に関する研修 【新規】

〇安心で学びやすい校内支援体制づくり               【新規】

〇インクルーシブな学級づくり （資料４）  【継続】

〇多様なこどもの理解と関わり （資料５） 【新規】

 

全員
全員

全員

希望者

希望校

特別支援教育室

総合支援課

教育センター

人権教育指導室

学
校
訪
問

〇学校訪問ワーキンググループでの検討 【新規】
・「推進の柱」（資料2ページ）を学校訪問の視点に
・現状や課題の共有、改善策の検討

  
〇授業づくり支援訪問       【継続】
・通常の学級、特別支援学級、通級指導教室の授業づくりを支援

幼  ２
小 ３１
中 14
高   1
支  １

関係課

教育センター
特別支援教育室

資料４

資料４

資料５

資料６

4



資料１ 資料２
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資料３
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資料４
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資料５
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資料６
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